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1.長老たちを立てる理由 2.伝道と養育の方法 3.姿勢 4部「絶対不可能を絶対可能
に」(ガラ 2:20)

▲パウロはエペソを去らなければいけない為に長老、

使役者をを立てなければいけなかった。

1)エペソを離れる
(1)使徒 19:21(エルサレムに行くことにした。そして、
「私はそこに行ってから、ローマも見なければならな

い。」と言った。)
①パウロはエペソで 3年半の間大きな働きをした。
②パウロは天命があったためにエペソを去った。

(2)使徒 9:15(しかし、主はこう言われた。「行きなさい。
あの人はわたしの名を、異邦人、王たち、イスラエル

の子孫の前に運ぶ、わたしの選びの器です)
①天命

・使 1:1(カルバリ山)－イエス・キリスト
人生の問題を完了をした(ヨハ 19:30)
・使 1:3(オリーブ山)－神の国
キリストが全て完了した信仰を持っていると復活

したキリストに出会うようになる。

イエスは神の国を造るた為にきた－悪魔を滅ぼす

神の国を造るために聖徒に王・祭司・預言者の務め。

日本・世界福音化の天命を与えた。

・使 1:8(マルコの屋上)－聖霊充満
天命を掴んだ者に聖霊充満を下さる

②パウロの天命

・復活されたイエス様はパウロに会われキリストが

全ての問題の解決者であることを分かる。

・アナニヤはパウロに使 9:15の天命を伝えた
－パウロは天命の御言葉を持ち世界福音化をした

・パウロと私達の天命は同じ－日本・世界福音化

・天命がある者に出会いを下さる。

2)狼が教会に入る－使 20:29(私が出発したあと、狂暴な
狼があなたがたの中にはいり込んで来て、群れを荒ら

し回ることを、私は知っています)
(1)悪魔は教会を無くそうと働いてくる。
①内部的には間違った信仰(異端的信仰)で崩す。
②外部的には迫害を起こして崩す。

(2)教会を良く守る責任者が必要である。
3)教会を守るために－使徒 20:28(あなたがたは自分自身と
群れの全体とに気を配りなさい。聖霊は、神がご自身の

血をもって買い取られた神の教会を牧させるために、

あなたがたを群れの監督にお立てになったのです。)
(1)キリストは御自身の血を持って買い取る
(2)教会を守るために長老を立てた。

▲パウロはどのように伝道・養育をしたのか。

1)悔い改めと信仰
(1)使徒 20:21(ユダヤ人にもギリシヤ人にも、神に対す
る悔い改めと、私たちの主イエスに対する信仰とをは

っきりと主張したのです)
①パウロは神様に対する悔い改めと主イエスを信じ

る信仰をはっきりと主張した。

②全ての人は神様の前で罪深い－義人は一人もない

③神様に対する悔い改めが必要である。

(2)ローマ 10:9-10(イエスを主と告白しあなたの心で
神はイエスを死者の中からよみがえらせてくださっ

たと信じるならあなたは救われるからです。人は心に

信じて義と認められ口で告白して救われる)
①キリストが十字架で死なれ復活をされてサタン・

罪・神様から離れた問題から解放をして下さった。

②罪を悔い改め「回心」をすることによって救われた。

(3)Ⅰヨハ 1:9(私たちが自分の罪を言い表わすなら、
神は真実で正しい方ですから、その罪を赦し、すべて

の悪から私たちをきよめてくださいます)
①救われた後に罪を言い表す「悔い改め」をする。

②救いの為の悔い改めではなく神様の関係を回復

するための悔い改めである。

③聖霊充満のための悔い改めである。

2)個人化－使徒 20:31(目をさましていなさい。私が三年
の間、夜も昼も、涙とともにあなたがたひとりひとり

を訓戒し続けて来たことを、思い出してください)
(1)一人一人を教えた－少人数に使役をするほど深く
御言葉が入る(個人養育,フォーラム,区域地教会)。
(2)コロ 1:28(私たちは、このキリストを宣べ伝え、知
恵を尽くして、あらゆる人を戒め、あらゆる人を教え

ています。それは、すべての人を、キリストにある成

人として立たせるためです)
3)御言葉の刻印－使徒 20:32(みことばは、あなたがたを
育成し、すべての聖別された人々の中にあって御国を

継がせることができるのです)
(1)御言葉が聖徒を育成をする－神様の御言葉は永遠
(2)御言葉を刻印をする時に御言葉の通りになる。
(3)私たちの天命を御言葉を通してもらう
－パウロは使徒 9:15を天命の御言葉として頂いた。
(4)現場、家庭、職場に対する天命の御言葉を掴む。

1)謙遜と涙
(1)使徒 20:19(私は謙遜の限りを尽くし、
涙をもって、またユダヤ人の陰謀によりわ

が身にふりかかる数々の試練の中で、主に

仕えました)
(2)使徒 20:31(ですから、目をさましてい
なさい。私が三年の間、夜も昼も、涙とと

もにあなたがたひとりひとりを訓戒し続

けて来たことを、思い出してください)
－天命があるので謙遜に涙を持ち仕えた。

2)責任感
(1)使 5:42(毎日、宮や家々で教え、イエス
がキリストであることを宣べ伝え続けた)
(2)使 20:26(私はきょうここで、あなたが
たに宣言します。私は、すべての人たちが

受けるさばきについて責任がありません)
(3)エゼ 3:18-19(わたしが悪者に、「あなた
は必ず死ぬ」と言うとき、もしあなたが彼

に警告を与えず、悪者に悪の道から離れて

生きのびるように語って、警告しないな

ら、その悪者は自分の不義のために死ぬ。

そして、わたしは彼の血の責任をあなたに

問う)
①罪の中にいる人にを伝えなくて滅びた

－伝えなかった人にも責任がある

②罪の中にいる人に福音を伝える

－信じなくても伝えた人には責任がない。

▲結論

(1)決断－使徒 20:24(私が自分の走るべき
行程を走り尽くし、主イエスから受けた、

神の恵みの福音をあかしする任務を果た

し終えることができるなら、私のいのちは

少しも惜しいとは思いません)
(2)パウロは使 9:15を天命として掴む
－世界福音化の天命を掴む

(3)天命の為に死なない事も分かっていた
－刻印をされていたからそれを分かった

(4)天命を成就する為には命も惜しまない
(5)神様の御言葉を通して天命を掴む。
(6)御言葉を刻印する時にその通りになる。

▲序論

1．絶対不可能
2．絶対可能
3．霊的な力(ただ聖霊)

▲本論

1．自分を変える生活
(契約の預言)－約束

1)カルバリ山(使徒 1:1)
2)オリーブ山(使徒 1:3)
3)マルコの屋上の間
(天命、召命、使命)

2．現場を変える生活
(契約の味わい)

1)当然、必然、絶対
2)一心、全心、持続
3)ただ、唯一性、再創造

3．未来を変える生活
(契約の成就)

1)24、25、永遠
2)古い事
3)新しい事

▲結論

1．死んだ私
2．生きた私
3．新しい私

適用

試み(重要な人)－配慮
問題(人)－譲る
経済(ちから)－順序



区域地教会（2018 年 3 月 11 日～3月 17 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「パウロの告別説教」(使徒 20:22-32)

【讃美】 355 召されたこの身は

【祈り】

①教会の祈りの課題

・「決断」「正しい癒し」「サミットの祝福」(本部元旦メッセージ)の成就のために。

・「日本と世界を生かす教会」(使徒 11:19－30)(福音宣教教会元旦メッセージ)の

成就のために。

・ 3 今日(御言葉、祈り、伝道)、 3 弟子(秘密決死隊、レムナントミニストリー、Holy Mason)、

3 サミット(霊的サミット、技能サミット、文化サミット)の契約を掴み成就を味わう。

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

とは、限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

講壇メッセージを通した御言葉・祈り・伝道

御言葉黙想
使徒 20:31(ですから、目をさましていなさい。私が三年の間、夜も昼も、
涙とともにあなたがたひとりひとりを訓戒し続けて来たことを、思い出

してください)

祈り

天の父なる神様。今週もイエスキリストが私の全ての問題の解決者であることを

確信できますように。サタンは様々なことを通して、教会、家族、私を弱くさせ

ようとしています。そのようなサタンの働きを分かり、私自身がまずサタンに勝

利をして、周りの聖徒、家族、知り合いの方々を守り、生かすことができますよ

うに。パウロが、涙をもって祈って行ったように、私たちの知り合いの方の為に

涙をもって祈り、献身をすることが出来ますように。このお祈りをイエス・キリ

ストのお名前によってお祈りをします。アーメン

伝道

今週の

ミッション

・御言葉の黙想・暗唱・書き起こし

・霊的な呼吸の祈り

呼吸の祈り

息を吐き出す時 息を吸い込む時

福音 私の悩みと心配を主に委ねます イエス・キリストは全ての問題の解決者です

信仰 私の不信仰を取り去って下さい 私に御言葉を信じる信仰を下さい

御言葉 私の罪を許して下さい 私に御言葉に従う信仰を与えてください

霊
私を邪魔するサタンの力は

イエス・キリストの名で打ち砕かれよ
私に聖霊充満を与えて下さい

感謝 私の過去の傷を全て捨てます 全ての事を感謝させて下さい

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ
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